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ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 43 号（2）

平成 29 年 12 月定例会

12月定例会のあらまし
　

平
成
29
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
８
日
か
ら
12
月
15
日

ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
日
の
本
会
議
初
日
、
冒
頭
、
戸
田
衛
村
長
か
ら
レ
ジ

オ
ネ
ラ
菌
が
検
出
さ
れ
た
六
ヶ
所
村
立
屋
内
温
水
プ
ー

ル
の
臨
時
休
館
に
つ
い
て
謝
罪
と
経
過
、
再
発
防
止
に
向

け
た
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
一
次
産
業
で
は
畑
作
、
畜
産
の
経
営
状
況
に

触
れ
、
不
漁
が
続
く
漁
業
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
さ
れ
る

対
応
策
を
検
討
す
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

む
つ
小
川
原
開
発
で
は
青
森
県
量
子
科
学
セ
ン
タ
ー

が
開
設
さ
れ
た
こ
と
や
東
通
原
子
力
発
電
所
を
対
象
と

し
た
六
ヶ
所
村
避
難
計
画
に
基
づ
く
防
災
訓
練
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
上
程
し
た
議
案
の
概
要
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
29
年
度
一
般
会
計
ほ
か
８
会
計
の
補

正
予
算
、
指
定
管
理
期
間
満
了
に
伴
う
20
施
設
お
よ
び
特

産
品
販
売
施
設
等
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

な
ど
31
件
の
議
案
と
２
件
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
防
災
減
災
対

策
や
ご
み
の
投
げ
捨
て
防
止
等
の
対
策
に
つ
い
て
、
い
じ

め
の
現
状
や
尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
北
地
区
の
販
売
状
況

な
ど
、
村
の
考
え
方
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
国
道
３
３
８
号
線
及
び
県
道
泊
～
む
つ

横
浜
停
車
場
線
の
道
路
整
備
に
係
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は

審
議
の
結
果
採
択
、「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る

年
金
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
陳
情
」
は
議
員
配
布
と
な

り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w.rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」

「
会
議
録
閲
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

六ヶ所村特産品販売施設は　六ヶ所村観光協会が 4月から管理運営する

指定管理者の議案を可決！！

の補正予算を追加



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（3）第 43 号

平成 29 年 12 月定例会

期間満了に伴う20 施設と
特産品販売施設の

一般会計総額3,673万円

補
正
予
算
の
内
容

議
案
90
号
～
97
号
（
12
月
14
日
原
案
可
決
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
出
は
青
森
県
人
事
委
員
会
の
給
与

改
定
に
関
す
る
勧
告
に
か
ん
が
み
職
員
お
よ
び
特
別
職
の
人
件

費
を
補
正
、
総
務
費
は
臨
時
職
員
の
賃
金
を
減
額
、
民
生
費
は

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
の
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
を
計
上
、
商

工
費
は
特
産
品
販
売
施
設
整
備
事
業
の
工
事
請
負
費
を
追
加
計

上
、
土
木
費
は
各
事
業
費
確
定
に
伴
い
工
事
請
負
費
等
を
減
額

し
た
。

　

歳
入
に
は
村
税
に
法
人
税
割
の
申
告
増
に
伴
う
法
人
税

を
計
上
、
国
庫
支
出
金
に
広
域
入
所
児
童
増
に
伴
う
広
域

入
所
運
営
費
負
担
金
を
、
諸
収
入
に
北
部
上
北
広
域
事
務

組
合
過
年
度
分
返
納
金
を
追
加
計
上
し
た
ほ
か
、
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
の
減
額
に
よ
り
調
整
を
行
っ
た
結
果
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
で
３
６
７
３
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は

１
４
５
億
５
１
８
４
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会

計
に
つ
い
て
は
、
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
の
ほ
か
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
で
は
、
国
保
情
報
集

約
シ
ス
テ
ム
連
携
に
伴
う
既
存
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
を
追

加
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、
配
水
管
漏
水
お
よ
び
計
装
設
備
等

の
修
繕
費
を
追
加
す
る
な
ど
所
要
の
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の

で
す
。

12月補正予算の状況
会 計 名 補正前（千円） 補正額（千円） 補正後（千円）

一 般 会 計 14,515,114 36,730 14,551,844

国民健康保険特別会計
　　　　　　　　（事業勘定） 1,360,483 27,116 1,387,599

国民健康保険特別会計
　　　　　（千歳平施設勘定） 114,696 3,855 118,551

介 護 保 険 特 別 会 計
　　　　　　（保険事業勘定） 1,073,367 88 1,073,455

水 道 事 業 会 計 ※ 1 288,079 3,477 291,556

農業集落排水事業会計 109,074 94 109,168

下 水 道 事 業 会 計 ※ 1 838,114 2,538 840,652

下 水 道 事 業 会 計 ※ 2 625,117 64 625,181

工 業 用 水 道 事 業 会 計 32,818 0 32,818

※ 1は　収益的支出　　　※ 2は　資本的支出



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 43 号（4）

１
．
防
災
減
災
に
係
る

六
ヶ
所
村
に
お
け
る
強
靭

化
地
域
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

 

【
問
】
東
日
本
大
震
災
、

長
野
県
北
部
大
震
災
、
熊

本
大
地
震
、
北
部
九
州
災

害
な
ど
の
大
規
模
な
自
然

災
害
は
二
次
災
害
を
伴
い
、

人
的
・
経
済
的
・
社
会
的
・

文
化
的
な
ど
多
方
面
に
わ

た
り
甚
大
な
被
害
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
。
政
府
は

平
成
26
年
12
月
「
強
く
て

し
な
や
か
な
国
民
生
活
の

実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・

減
災
等
に
資
す
る
国
土
強

靭
化
基
本
法
」
を
公
布
・

施
行
し
、
翌
27
年
６
月
「
国

土
強
靭
化
基
本
計
画
」
策

定
以
降
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
毎
年
決
定
し
て
い

る
。
青
森
県
に
お
い
て
も
、

平
成
29
年
３
月
27
日
「
青

森
県
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
」
を
策
定
し
、
県
全
体

に
わ
た
る
強
靭
化
と
防
災
・

減
災
に
つ
い
て
の
方
向
性

策
定
に
基
づ
き
具
体
的
な

実
施
計
画
に
沿
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
国
が
策
定

し
た
国
土
強
靭
化
基
本
計

画
や
地
域
計
画
策
定
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
十
分

に
確
認
し
、
青
森
県
や
類

似
す
る
地
方
公
共
団
体
の

地
域
計
画
を
踏
ま
え
、
村

民
の
安
全
安
心
す
る
本
村

地
域
計
画
の
検
討
と
策
定

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

　

２
点
目
、
村
に
お
い
て

は
各
種
訓
練
の
実
施
、
自

治
会
等
を
中
心
に
自
主
防

災
組
織
設
立
推
進
と
防
災

士
資
格
取
得
研
修
会
等
を

実
施
し
て
お
り
、
自
助
・

共
助
と
い
っ
た
地
域
防
災

力
の
向
上
に
努
め
て
き
て

い
る
。　

   

　

人
材
育
成
は
、
村
内
外

の
外
部
団
体
が
主
催
す
る

各
種
研
修
会
等
に
派
遣
し

必
要
な
人
材
の
確
保
に
努

め
て
参
り
た
い
。

一 般 質 問

し
必
要
な
人
材
確
保
に

努
め
て
参
り
た
い
。 

【
問
】
①
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
の
策
定
計
画

と
見
通
し
や
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
？

②
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
の
策
定
に
伴
う
訓
練

や
人
材
育
成
に
係
る
施

設
整
備
に
つ
い
て
の
考

え
は
？

【
答
】
①
国
の
国
土
強

靭
化
基
本
計
画
や
地
域

計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
確
認
し
、
村
民
の

安
全
安
心
す
る
地
域
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

②
各
種
訓
練
や
自
治
会

等
を
中
心
に
防
災
士
資

格
取
得
研
修
等
を
実
施

し
て
い
る
。
人
材
育
成

は
外
部
団
体
が
主
催
す

る
各
種
研
修
会
に
派
遣

【
問
】
①
次
期
村
長
選

挙
の
出
馬
に
前
向
き
な

発
言
か
ら
戸
田
村
長
の

村
政
に
向
け
て
の
所
信

を
伺
い
た
い
。

が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
村

は
大
規
模
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
い
な
い
が
、
地
球
温

暖
化
な
ど
の
異
常
気
象
が

頻
発
化
し
て
い
る
中
で
、

想
定
外
の
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
る
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
。
村
は
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
事
業
の
災
害

を
想
定
し
た
防
災
・
減
災

に
つ
い
て
の
考
え
を
村
民

に
示
し
、
経
済
産
業
活
動

を
持
続
的
に
行
う
に
は
、

地
域
強
靭
化
計
画
と
防
災
・

減
災
計
画
を
策
定
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

た
め
次
の
点
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

➊
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

の
策
定
計
画
と
プ
ロ
セ
ス

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

➋
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

の
策
定
に
伴
う
訓
練
と
人

材
育
成
に
係
る
施
設
整
備

の
必
要
性
の
考
え
は
。

 

【
答
】
１
点
目
、
村
で
は
、

第
４
次
六
ヶ
所
村
総
合
振

興
計
画
に
お
い
て
位
置
づ

け
定
め
ら
れ
て
い
る
「
自

然
防
災
体
制
の
充
実
」、「
原

子
力
防
災
体
制
の
充
実
」、

「
消
防
体
制
の
充
実
」
等
の

橋
本 

　　竜 

議
員

村の考えを問います。

一般質問
一般質問とは？
※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについて、報告や
説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。
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六ヶ所村
（5）第 43 号

み
し
て
お
り
、
こ
の
課
題

の
解
決
が
村
の
発
展
に
つ

な
が
る
こ
と
は
申
し
上
げ

る
ま
で
も
な
い
。
村
民
の

皆
さ
ま
に
約
束
し
た
政
策

の
実
現
は
一
定
の
評
価
を

い
た
だ
い
た
も
の
と
受
け

止
め
て
い
る
が
、
制
度
上

の
問
題
か
ら
実
施
で
き
な

か
っ
た
も
の
や
、
実
施
は

し
た
が
成
果
が
出
て
い
な

い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
真
摯
に
反
省

し
来
年
度
の
村
長
選
挙
に

出
馬
し
て
政
策
の
実
現
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。
今

後
は
自
分
の
カ
ラ
ー
を
前

面
に
出
し
、
村
民
の
皆
さ

ま
が
経
済
的
に
も
精
神
的

に
も
満
た
さ
れ
た
生
活
が

出
来
る
よ
う
汗
を
流
す
こ

と
を
決
意
を
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

２
．
任
期
満
了
に
伴
う

六
ヶ
所
村
長
選
挙
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

 

【
問
】
戸
田
村
長
の
村
政

の
基
本
理
念
「
よ
り
躍
進

　

よ
り
幸
福
に
」
を
掲
げ
、

３
年
余
り
村
の
行
政
運
営

に
非
常
に
高
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、
非

常
に
感
銘
を
受
け
て
い
る
。

11
月
17
日
「
公
約
の
実
現

に
向
け
て
引
き
続
き
努
力

し
た
い
」
と
出
馬
に
前
向

き
な
発
言
を
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
次
期
村
長
選
挙

に
向
け
て
の
戸
田
村
長
の

所
信
を
伺
い
た
い
。

 

【
答
】
国
策
を
抱
え
る
本

村
は
多
く
の
課
題
が
山
積

一 般 質 問

【
答
】
①
な
し
得
な
か
っ

た
政
策
を
真
摯
に
反
省

し
つ
つ
、
今
後
は
自
分

の
カ
ラ
ー
を
前
面
に
出

し
政
策
の
実
現
に
努

め
、
村
民
が
経
済
的
、

精
神
的
に
満
た
さ
れ
た

生
活
が
出
来
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

【
問
】
①
ゴ
ミ
の
投
げ

捨
て
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
現
状
に
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る

１
．
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
防

止
お
よ
び
ゴ
ミ
収
集
所
の

デ
ザ
イ
ン
募
集
の
進
捗
状

況
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

【
問
】
村
内
の
国
道
、
県
道
、

村
道
周
辺
は
企
業
や
各
自

治
会
等
を
始
め
関
係
機
関

の
協
力
に
よ
り
ゴ
ミ
拾
い

が
行
な
わ
れ
感
謝
と
敬
意

を
申
し
上
げ
る
。
ゴ
ミ
の

投
げ
捨
て
は
依
然
と
し
て

多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
村
と
し
て
は
現
状
を

ど
の
様
に
認
識
し
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

　

平
成
27
年
12
月
定
例
会

に
お
い
て
村
内
の
ゴ
ミ
収

集
所
建
物
に
つ
い
て
、
各
自

治
会
ご
と
に
区
々
で
あ
る

た
め
、
景
観
上
の
観
点
か

ら
小
学
校
高
学
年
お
よ
び

中
学
生
等
も
含
め
、
収
集

所
の
図
案
を
公
募
し
統
一

し
た
い
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
２
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
る
現
在
の
進

捗
状
況
は
。

 

【
答
】
１
点
目
、
村
内
で

は
毎
年
実
施
す
る
春
・
秋

の
ゴ
ミ
一
掃
運
動
に
よ
り
、

村
内
全
域
で
地
域
の
ゴ
ミ

片
付
け
を
し
て
を
し
て
い

る
が
依
然
と
し
て
減
少
し

な
い
傾
向
に
あ
る
。
今
後
、

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
の
多
い

道
路
や
住
宅
地
か
ら
離
れ

た
場
所
等
に
禁
止
の
看
板

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
通

勤
車
両
へ
の
周
知
を
図
る

た
め
啓
発
用
チ
ラ
シ
を
作

成
す
る
と
と
も
に
村
内
企

業
と
協
力
し
ゴ
ミ
を
捨
て

ら
れ
な
い
環
境
作
り
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

２
点
目
、
村
内
の
中

学
生
を
対
象
に
ゴ
ミ
収
集

所
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

て
お
り
年
度
内
に
選
考
を

行
い
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
す

る
。
平
成
30
年
度
に
設
計

を
実
施
し
設
置
数
や
事
業

費
を
算
出
し
年
次
計
画
で

整
備
し
た
い
。

２
．
臨
時
任
用
職
員
の
管

理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

【
問
】
臨
時
的
任
用
職
員

に
関
す
る
苦
情
等
が
あ
り
、

先
の
定
例
会
で
放
課
後
教

室
に
勤
務
す
る
職
員
対
応

に
つ
い
て
保
護
者
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
べ

き
と
指
摘
し
、
調
査
を
行
っ

た
も
の
と
思
慮
し
て
い
る

た
め
、
次
の
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

➊
調
査
結
果
に
つ
い
て

➋
放
課
後
教
室
の
質
向
上

と
今
後
の
村
の
対
応
に
つ

い
て

 

【
答
】
１
点
目
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
は
、
放
課
後

教
室
に
登
録
し
て
い
る
児

童
１
７
３
名
・
児
童
の
保

護
者
１
４
４
名
を
対
象
に

実
施
し
、
児
童
71
名
で
回

答
率
41
％
、
保
護
者
63
名

で
回
答
率
44
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

児
童
の
調
査
で
は
「
放

課
後
教
室
は
好
き
か
」
の

「
好
き
・
普
通
」
が
65
名
で

約
92
％
、「
好
き
で
は
な
い
」

が
６
名
で
約
８
％
、
主
な
理

由
は
「
友
達
と
遊
べ
る
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
れ
る
」、「
同

寺
下
　和
光 

議
員

の
か
？

②
ゴ
ミ
収
集
所
建
物
の

デ
ザ
イ
ン
を
小
学
校
高

学
年
か
ら
中
学
生
等
も

含
め
公
募
し
統
一
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
２
年

を
経
過
し
た
が
現
在
の

進
捗
状
況
は
？

【
答
】
①
ポ
イ
捨
て
の

多
い
道
路
等
に
禁
止
看

板
の
設
置
や
啓
発
用
チ

ラ
シ
を
作
成
す
る
な
ど

村
内
企
業
と
協
力
し
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

②
デ
ザ
イ
ン
募
集
を
し

て
い
る
段
階
で
あ
り
、

平
成
30
年
度
に
設
計
を

行
な
っ
た
後
、
年
次
計

画
で
整
備
し
た
い
。

【
問
】
①
放
課
後
教
室

の
臨
時
的
任
用
職
員
の

苦
情
等
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
？

②
放
課
後
教
室
の
質
向

上
と
今
後
の
村
の
対
応

の
考
え
は
？

【
答
】
①
児
童
お
よ
び

保
護
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
が
、
意
見
に
は
放
課

後
教
室
を
小
学
校
敷
地

内
に
開
設
す
べ
き
、
支

援
員
に
対
し
て
ル
ー
ル

や
制
約
が
細
か
い
、
男

性
支
援
員
を
採
用
す
べ

き
、
支
援
員
の
教
育
を

徹
底
す
べ
き
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

②
勤
務
実
績
を
考
慮
し

採
用
と
配
属
を
行
い
、

青
森
県
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
活
動
指
針
を
基
に

望
ま
れ
る
支
援
員
の

育
成
に
努
め
て
参
り
た

い
。
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学
年
が
い
な
い
自
由
に
遊

べ
な
い
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

保
護
者
の
調
査
で
は
「
支

援
員
に
つ
い
て
ど
う
思
う

か
」
の
「
良
い
・
普
通
」

が
52
名
で
約
82
％
、「
悪
い
」

が
８
名
で
約
13
％
、
未
回
答

３
名
で
約
５
％
で
あ
っ
た
。

「
放
課
後
教
室
に
満
足
し
て

い
る
か
」
は
「
満
足
・
や

や
満
足
」
が
34
名
で
54
％
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

が
17
名
で
27
％
、「
不
満
・

や
や
不
満
」
が
11
名
で
約

18
％
、
未
回
答
が
１
名
で

約
１
％
で
あ
っ
た
。
全
体

的
に
は
児
童
・
保
護
者
と

も
「
放
課
後
教
室
が
好
き
・

満
足
」
が
80
％
以
上
で
あ
っ

た
。

　

意
見
や
要
望
に
つ
い
て

は
、
泊
地
区
は
「
小
学
校
敷

地
内
開
設
に
対
す
る
要
望
」

や
尾
駮
地
区
は
「
支
援
員

に
対
し
て
ル
ー
ル
・
制
約

が
細
か
す
ぎ
る
」、
南
地
区

は
「
男
性
支
援
員
も
い
い

の
で
は
な
い
か
、
教
育
を

徹
底
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。

　

２
点
目
、
県
が
実
施
し
て

い
る
放
課
後
児
童
支
援
員

認
定
資
格
研
修
を
９
名
が

修
了
し
同
資
格
を
有
し
て

い
る
。
同
資
格
を
有
し
て
い

な
い
支
援
員
は
随
時
研
修

を
受
講
さ
せ
た
い
。
ま
た
、

一 般 質 問

３
．
酸
素
濃
縮
装
置
利
用

者
へ
の
助
成
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

 

【
問
】
村
内
に
は
肺
に
疾

患
を
抱
え
て
い
る
方
々
も

お
り
、
そ
の
方
は
空
気
中

の
窒
素
を
除
去
し
酸
素
濃

度
を
高
く
す
る
機
器
を
24

時
間
稼
動
さ
せ
、
常
時
吸

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

機
器
に
係
る
費
用
と
電
気

料
金
の
負
担
は
家
計
の
維

持
に
大
変
な
負
担
で
あ
る

と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
本

村
で
は
人
工
透
析
を
必
要

と
す
る
方
へ
の
助
成
等
は

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
肺
に

疾
患
を
抱
え
機
器
を
使
用

す
る
方
に
対
す
る
助
成
ま

た
は
電
気
料
金
に
対
す
る

助
成
を
他
に
先
駆
け
て
早

急
に
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
。

 

【
答
】
酸
素
濃
縮
機
器
を

利
用
し
在
宅
酸
素
療
法
で

治
療
を
受
け
て
い
る
方
は

３
名
で
あ
り
、
他
市
町
村

の
病
院
で
治
療
し
て
い
る

方
も
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

在
宅
酸
素
療
法
の
費
用
に

は
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ

１
ヶ
月
に
患
者
が
医
療
機

関
へ
支
払
う
費
用
は
１
割

負
担
の
方
は
７
６
８
０

円
、

２

割

負

担

の

方

は

１
５
３
６
０
円
、
３
割
負

担
の
方
は
２
３
０
４
０
円

と
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
酸

素
濃
縮
機
器
に
係
る
電
気

料
金
も
負
担
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

村
と
し
て
は
酸
素
濃
縮

機
器
の
費
用
は
医
療
保
険

の
対
象
と
な
る
の
で
、
医

療
保
険
の
対
象
外
で
あ
る

同
機
器
の
電
気
料
金
の
一

部
に
つ
い
て
助
成
を
検
討

し
た
い
。

１
．
い
じ
め
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

【
問
】
１
点
目
、
小
中
学

校
の
い
じ
め
の
実
態
把
握

と
そ
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

２
点
目
、
実
態
把
握
を

し
て
い
る
と
す
れ
ば
そ
の

対
策
を
打
ち
出
し
て
い
る

と
思
う
が
、
内
容
と
効
果

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
評

価
を
し
て
い
る
か
。

　

３
点
目
、
不
登
校
も
い

じ
め
が
起
因
し
て
い
る
と

の
報
告
も
あ
る
が
、
本
村

の
不
登
校
の
実
態
と
、
そ

の
予
防
対
策
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ

ン
指
導
員
等
研
修
会
に
全

支
援
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

六
ヶ
所
村
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
か
ら
は
「
支
援
員

が
同
じ
所
に
長
く
い
れ
ば

弊
害
と
苦
情
が
で
る
の
で

交
流
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
」、「
基
本
的
な
運
営

の
手
引
き
を
作
成
し
指
導

す
べ
き
」
等
の
意
見
を
い

た
だ
き
、
村
で
は
平
成
29

年
度
か
ら
学
童
保
育
の
対

象
を
小
学
６
年
生
ま
で
引

き
上
げ
、
支
援
員
は
期
限

付
臨
時
職
員
か
ら
非
常
勤

職
員
に
待
遇
改
善
を
行
い

安
定
し
た
人
材
確
保
に
努

め
て
い
る
。
雇
用
期
間
は

１
年
間
と
な
る
た
め
更
新

の
場
合
、
勤
務
実
績
を
考

慮
し
採
用
と
配
属
を
行
い
、

青
森
県
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
活
動
指
針
を
基
に
望
ま

れ
る
支
援
員
の
育
成
に
努

め
て
参
り
た
い
。

髙
橋
　文
雄 

議
員

【
問
】
①
小
中
学
校
の

い
じ
め
の
実
態
把
握
と

そ
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
？

②
実
態
を
踏
ま
え
た
い

じ
め
対
策
の
内
容
と
効

果
を
ど
の
よ
う
に
評
価

を
し
て
い
る
か
？

③
不
登
校
も
い
じ
め
が

起
因
す
る
と
報
告
が
あ

る
が
本
村
の
実
態
と
そ

の
予
防
対
策
の
考
え
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
？

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

に
よ
る
い
じ
め
の
程
度

と
認
知
件
数
、
そ
の
対

策
の
考
え
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
？

【
答
】
①
認
知
件
数
は

昨
年
度
で
２
０
６
件
、

今
年
度
１
学
期
で
は
79

件
、
昨
年
度
の
同
時
期

と
比
べ
９
件
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。

②
毎
月
実
施
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
も
と

に
、
速
や
か
に
事
実
確

認
し
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
児
童
生
徒
に

は
心
の
教
育
、
教
員
に

は
い
じ
め
に
対
す
る
研

修
を
計
画
的
に
行
っ
て

お
り
、
保
護
者
と
の
連

携
に
よ
り
効
果
が
出
て

き
て
い
る
。

③
不
登
校
の
児
童
生
徒

は
い
る
が
い
じ
め
を
直

接
の
原
因
と
考
え
て
い

な
い
。
予
防
対
策
は
小

中
学
校
間
の
連
携
や
協

力
体
制
を
図
り
、
教
育

相
談
等
、
学
習
面
・
生

活
面
で
細
か
な
指
導
に

努
め
て
い
る
。

④
認
知
件
数
は
２
件

で
、
正
し
く
行
動
で
き

る
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に

付
け
さ
せ
る
よ
う
各
校

に
指
示
し
て
い
る
。
事

例
や
情
報
交
換
を
行
い

児
童
生
徒
へ
の
指
導
方

法
を
検
討
し
、
い
じ
め

の
未
然
防
止
や
早
期
発

見
・
早
期
解
決
に
努
め

て
参
り
た
い
。

【
問
】
①
肺
に
疾
患
を

抱
え
て
い
る
方
々
が
使

用
し
て
い
る
酸
素
濃
縮

機
器
へ
の
助
成
や
電
気

料
金
に
助
成
す
る
考
え

は
な
い
か
？

【
答
】
①
医
療
保
険
対

象
外
で
あ
る
同
機
器
の

電
気
料
金
の
一
部
助
成

を
検
討
し
た
い
。
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付
け
さ
せ
る
指
導
を
行
う

よ
う
指
示
し
、
六
ヶ
所
村

生
徒
指
導
推
進
協
議
会
で

は
生
徒
指
導
や
警
察
等
と

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
事
例
を

情
報
交
換
す
る
な
ど
、
児
童

生
徒
へ
の
指
導
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

参
観
日
に
親
子
ネ
ッ
ト
教

室
を
開
催
す
る
な
ど
保
護

者
を
巻
き
込
ん
だ
取
組
み
、

ネ
ッ
ト
い
じ
め
は
直
接
見

え
な
い
特
徴
が
あ
る
た
め
、

児
童
生
徒
の
様
子
を
見
な

が
ら
声
掛
け
や
教
職
員
間

で
の
情
報
共
有
を
通
じ
て

い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早

期
発
見
・
早
期
解
決
に
努

め
て
参
り
た
い
。

１
．「
尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
北
地
区
」
の
販
売
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

【
問
】
昨
年
の
６
月
定
例

会
で
「
尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
北
地
区
」
完
売
に
は
36

年
を
要
す
る
と
指
摘
、
大

幅
な
短
縮
化
を
図
る
た
め

販
売
促
進
活
動
に
民
間
の

力
を
活
用
す
べ
き
こ
と
を

提
案
し
た
。
尾
駮
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
北
地
区
の
進
展
は

本
村
の
行
く
末
を
左
右
す

る
も
の
で
、
日
本
の
総
人

口
の
減
少
推
移
と
あ
わ
せ
、

本
村
の
人
口
も
平
成
37
年

に
は
９
８
４
７
人
と
１
万

人
を
割
り
込
む
と
予
測
さ

れ
る
。
第
４
次
総
合
振
興

計
画
で
は
目
標
人
口
を

１
０
５
０
０
人
に
設
定
し
、

こ
れ
は
子
育
て
世
代
や
働

き
盛
り
を
中
心
に
村
外
か

ら
の
流
入
を
促
進
す
る
た

め
「
定
住
人
口
対
策
」
に

力
を
入
れ
る
施
策
を
展
開

し
人
口
減
少
の
回
復
を
図

る
と
し
て
目
標
が
設
定
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

新
た
に
村
の
人
口
を
意
図

的
に
増
や
す
こ
と
が
前
提

と
な
り
、
計
画
で
示
す
「
移

住
希
望
者
へ
の
情
報
発
信
、

移
住
・
定
住
者
を
促
進
す

る
情
報
収
集
と
施
策
を
調

査
研
究
す
る
委
員
会
の
設

置
、
尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

北
地
区
に
お
け
る
分
譲
地

購
入
な
ど
各
種
助
成
事
業

の
周
知
徹
底
に
よ
り
早
期

完
売
を
目
指
す
」
こ
と
は
、

そ
の
進
捗
状
況
に
よ
り
計

画
の
実
現
や
達
成
の
可
否

で
本
村
の
行
く
末
が
決
ま

る
た
め
次
の
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

➊
定
住
化
促
進
の
施
策
に

つ
い
て
、
若
い
世
代
の
村

内
定
住
化
促
進
に
繋
が
る

施
策
と
事
業
の
状
況
、
今

後
の
取
り
組
み
お
よ
び
各

所
管
の
施
策
の
利
活
用
状

況
と
期
待
さ
れ
る
効
果
等

を
伺
い
た
い
。

➋
先
般
の
答
弁
で
は
「
民

間
業
者
の
広
報
的
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
手
法
を
取
り
入
れ

取
販
売
促
進
に
繋
げ
た
い
」

と
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

活
動
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

【
答
】
１
点
目
、
第
４
次

六
ヶ
所
総
合
振
興
計
画
に

掲
げ
る
目
標
人
口
を
達
成

す
る
た
め
１
７
６
の
「
基
本

施
策
・
事
業
」
を
総
合
的
に

展
開
し
て
い
る
。
若
い
世

代
に
対
す
る
施
策
に
つ
い

て
は
「
住
む
、
働
く
、
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
」
の
こ
れ

ら
が
定
住
対
策
に
と
っ
て

必
要
な
部
分
と
考
え
、
具

体
的
に
は
尾
駮
レ
イ
ク
タ

児
童
生
徒
か
ら
悩
み
相
談

な
ど
状
況
把
握
に
努
め
早

期
発
見
に
取
組
ん
で
い
る
。

児
童
生
徒
に
は
い
じ
め
に

対
す
る
道
徳
等
心
の
教
育
、

教
員
に
は
い
じ
め
に
対
す

る
研
修
を
計
画
的
に
行
っ

て
い
る
。
子
供
の
発
す
る

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
保
護

者
と
の
定
期
的
な
情
報
交

換
や
連
携
で
い
じ
め
対
策

の
効
果
が
出
て
き
て
い
る
。

　

３
点
目
、
不
登
校
の
児
童

生
徒
は
４
名
で
あ
り
、
い

じ
め
を
直
接
の
原
因
と
す

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
予
防
対
策
と
し

て
夏
季
・
冬
季
休
業
後
な

ど
の
節
目
で
児
童
生
徒
の

観
察
や
フ
ォ
ロ
ー
、
ま
た

「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
対
策
と

し
て
、
中
学
校
の
教
員
が

小
学
校
で
出
前
授
業
を
行

い
小
中
学
校
間
の
連
携
や

協
力
体
制
を
図
り
教
育
相

談
な
ど
学
習
面
・
生
活
面

で
き
め
細
か
な
指
導
に
努

め
て
い
る
。

　

４
点
目
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の

悪
口
や
自
分
の
画
像
が
勝

手
に
拡
散
さ
れ
る
な
ど
認

知
件
数
は
２
件
の
報
告
と

な
っ
て
い
る
。
各
校
に
は

児
童
生
徒
が
自
分
の
こ
と

と
考
え
、
正
し
く
行
動
で

き
る
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に

　

４
点
目
、
携
帯
電
話
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ

る
い
じ
め
に
つ
い
て
認
知

件
数
は
ど
の
程
度
か
。
あ

る
と
す
れ
ば
そ
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
伺

い
た
い
。

 

【
答
】
１
点
目
、「
冷
や
か

し
・
悪
口
」
な
ど
９
項
目

に
分
類
し
て
把
握
に
努
め

て
い
る
。
昨
年
度
の
認
知

件
数
は
重
複
分
も
含
め
小

学
校
で
１
６
７
件
、
中
学

校
で
39
件
で
あ
り
「
冷
や

か
し
・
か
ら
か
わ
れ
・
軽

く
叩
か
れ
た
」
な
ど
で
重

大
化
す
る
恐
れ
は
少
な
い

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
今
年
度
１
学
期
で
は

小
学
校
で
61
件
、
中
学
校

で
18
件
で
あ
り
昨
年
度
の

同
時
期
と
比
べ
小
中
学
校

と
も
９
件
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

　

２
点
目
、
全
校
を
対
象
に

毎
月
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
も
と
に
、
各
校
に
常
設

す
る
「
学
校
い
じ
め
防
止
対

策
委
員
会
」
で
速
や
か
に

事
実
確
認
し
解
消
に
取
組

ん
で
い
る
。
必
要
に
応
じ

村
が
設
置
す
る
指
導
主
事
、

教
育
相
談
員
、
県
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
学
校

を
訪
問
し
教
員
へ
助
言
し
、

【
問
】
①
若
い
世
代
の

定
住
化
促
進
に
繋
が
る

施
策
と
事
業
、
今
後
の

取
り
組
み
及
び
施
策
の

利
活
用
状
況
と
期
待
さ

れ
る
効
果
は
何
か
？

②
先
般
の
答
弁
で
は

岡
山
　勝
廣 

議
員

「
民
間
業
者
の
広
報
的

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
取
り
入

れ
て
販
売
促
進
に
繋
げ

た
い
」
と
あ
っ
た
が
そ

の
後
の
活
動
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？

【
答
】
①
尾
駮
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
北
地
区
の
宅
地

購
入
・
新
築
助
成
で
は
、

各
種
加
算
助
成
制
度
、

青
年
就
農
助
成
事
業
へ

の
嵩
上
げ
、
新
規
若
年

就
農
者
支
援
や
新
規
学

校
卒
業
者
雇
用
推
奨
事

業
を
実
施
、
婚
活
支
援

事
業
、
特
定
不
妊
治
療

費
支
給
や
子
育
て
支
援

事
業
等
を
展
開
し
、
経

済
的
・
精
神
的
負
担
を

軽
減
し
、
住
み
や
す
い

村
と
し
て
定
住
効
果
が

図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

②
新
た
な
販
売
促
進
活

動
と
し
て
宅
地
購
入
の

相
談
会
を
実
施
し
て
い

る
。
販
売
促
進
用
の
チ

ラ
シ
は
全
面
的
に
デ
ザ

イ
ン
を
見
直
し
、
販
売

強
化
に
つ
な
げ
た
い
。
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ウ
ン
北
地
区
の
宅
地
購
入

や
新
築
助
成
で
は
中
学
生

ま
で
の
子
息
が
い
る
場
合

に
加
算
助
成
、
住
宅
新
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で
は
建

築
主
が
40
歳
未
満
の
場
合

に
加
算
助
成
を
し
て
い
る
。

青
年
就
農
助
成
金
事
業
に

は
村
独
自
の
嵩
上
げ
を
行

い
、
新
卒
者
の
雇
用
促
進

に
新
規
学
校
卒
業
者
雇
用

奨
励
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。「
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
」
は
婚
活
事
業
の
ほ
か
、

特
定
不
妊
治
療
費
支
給
事

業
、
妊
婦
委
託
健
康
診
査

事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
時
預
か
り
保
育

事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
、

新
生
児
家
庭
支
援
費
事
業
、

学
校
給
食
費
補
助
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

施
策
事
業
は
子
育
て
世
代

の
経
済
的
お
よ
び
精
神
的

負
担
を
軽
減
し
安
心
で
住

み
や
す
い
村
と
し
て
定
住

効
果
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

２
点
目
、「
尾
駮
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
北
地
区
」
の
販
売
促

進
に
関
わ
る
民
間
業
者
技

術
や
手
法
等
の
調
査
・
検

討
を
行
い
、
本
年
８
月
よ

り
新
た
な
販
売
促
進
活
動

と
し
て
宅
地
購
入
の
相
談

会
を
実
施
し
て
い
る
。
販

50
戸
連
担
区
域
で
既
存
集

落
に
近
接
し
て
い
れ
ば
誰

で
も
住
居
等
建
設
が
で
き

る
と
あ
っ
た
。
一
方
、
戸

数
の
集
積
が
少
な
い
地
域

は
緩
和
の
後
押
し
が
な
く
、

実
家
近
く
に
成
人
子
息
の

住
宅
や
起
業
す
る
建
物
を

建
築
で
き
ず
「
潜
在
村
民
」

が
村
外
で
根
を
張
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
こ
れ
は
家
族

の
力
が
分
散
し
活
力
低
下

と
い
う
現
実
が
あ
り
、
少

子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、

家
族
が
結
集
し
て
い
く
方

向
性
を
目
指
す
こ
と
は
時

宜
に
適
っ
た
対
応
で
あ
り
、

農
業
用
地
の
保
全
や
営
農

し
暮
ら
す
方
の
安
心
に
勝

る
も
の
は
無
い
と
考
る
た

め
次
の
点
を
伺
い
た
い
。

➊
先
の
定
例
会
で
「
都
市

計
画
は
５
年
毎
に
見
直
し

を
し
て
い
る
た
め
、
見
直
し

時
期
に
地
域
の
要
望
等
々

踏
ま
え
、
県
の
審
議
会
等

へ
要
望
し
た
い
」
と
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

見
解
、
取
り
組
み
状
況
は

ど
う
か
？

 

【
答
】
都
市
計
画
の
見
直

し
は
、
概
ね
５
年
の
周
期

で
県
が
実
施
す
る
都
市
計

画
基
礎
調
査
の
結
果
に
よ

り
、
地
域
の
実
情
や
開
発
の

進
捗
状
況
に
応
じ
決
定
機

関
で
あ
る
県
と
協
議
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
当

村
は
来
年
度
が
調
査
対
象

で
あ
る
。
よ
っ
て
都
市
計

画
の
見
直
し
お
よ
び
地
域

要
望
等
は
、
来
年
度
実
施

さ
れ
る
都
市
計
画
基
礎
調

査
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

県
と
協
議
し
て
参
り
た
い
。

３
．「
た
の
し
む
べ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

 

【
問
】
当
村
の
観
光
・
交

流
事
業
の
振
興
策
で
あ
る

秋
の
「
産
業
ま
つ
り
」
と
、

春
の
「
た
の
し
む
べ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
両
イ
ベ

ン
ト
来
場
者
や
に
ぎ
わ
い

方
に
年
々
差
が
出
て
い
る

と
感
じ
る
。「
産
業
ま
つ
り
」

は
鮭
の
つ
か
み
ど
り
な
ど

参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、「
た
の
し
む
べ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
は
花
火
大
会

や
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど

の
観
賞
型
に
な
っ
て
い
る

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
５
月

中
旬
に
開
催
さ
れ
春
先
に

あ
り
な
が
ら
気
候
が
不
安

定
で
あ
り
雨
天
開
催
や
気

温
が
低
い
場
合
が
多
く
観

賞
型
と
し
て
不
利
な
環
境

に
あ
る
。
「
定
住
人
口
」
に

関
係
す
る
が
、
効
果
的
な

イ
ベ
ン
ト
開
催
は
村
外
に

本
村
の
魅
力
に
触
れ
る
こ

と
や
定
住
支
援
制
度
を
知

る
機
会
に
も
繋
が
る
た
め

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

➊
近
年
の
「
産
業
ま
つ
り
」

と
「
た
の
し
む
べ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
集
客
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

➋
「
た
の
し
む
べ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
は
観
賞
型
イ

ベ
ン
ト
の
性
格
か
ら
す
る

と
暖
か
い
初
夏
に
開
催
す

る
と
来
場
者
の
増
加
が
見

込
め
る
た
め
、
開
催
時
期

の
変
更
の
可
能
性
は
な
い

か
。

 

【
答
】
１
点
目
、「
産
業
ま

つ
り
」
は
過
去
５
年
で
年

間
約
２
万
人
。「
た
の
し
む

べ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は

年
間
約
２
万
５
千
人
で
天

候
等
に
よ
り
毎
年
変
動
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

２
点
目
、
開
催
時
期
の

変
更
は
過
去
に
も
花
火
の

打
ち
上
げ
が
濃
霧
に
よ
り

影
響
を
受
け
た
こ
と
な
ど

か
ら
７
月
ま
た
は
梅
雨
に

入
る
直
前
の
６
月
な
ど
に

実
施
し
た
年
度
も
あ
っ
た
。

現
在
は
多
少
気
温
が
低
く

て
も
天
気
が
比
較
的
安
定

し
て
い
る
た
め
５
月
に
実

施
し
て
い
る
。
開
催
時
期

は
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く

検
討
を
重
ね
実
施
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
他

の
行
事
の
日
程
の
調
査
を

行
い
、
開
催
時
期
の
変
更

に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り

た
い
。

売
促
進
の
チ
ラ
シ
は
、
視

覚
や
感
覚
に
訴
え
る
手
法

で
最
大
限
受
け
ら
れ
る
助

成
金
額
を
前
面
に
表
示
し
、

視
覚
効
果
の
改
善
を
図
っ

て
い
る
が
、
来
年
度
全
面

的
に
デ
ザ
イ
ン
を
見
直
し

販
売
強
化
に
つ
な
げ
て
参

り
た
い
。

２
．
市
街
化
調
整
区
域
内

に
お
け
る
住
宅
等
の
建
設

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

【
問
】
先
般
の
答
弁
で
は
、

開
発
許
可
等
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
よ
り
、

【
問
】
①
先
の
定
例
会

で
は
、
都
市
計
画
は
５

年
毎
に
見
直
し
を
し
て

い
る
た
め
、
地
域
の
要

望
等
を
踏
ま
え
県
の
審

議
会
等
へ
要
望
し
た
い

と
答
弁
し
た
が
、
そ
の

後
の
取
り
組
み
は
？

【
答
】
①
来
年
度
実
施

さ
れ
る
都
市
計
画
基
礎

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

県
と
協
議
し
た
い
。

【
問
】①「
産
業
ま
つ
り
」

と
「
た
の
し
む
べ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
集
客
状

況
は
？

②
「
た
の
し
む
べ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
暖
か

い
初
夏
に
開
催
時
期
を

変
更
す
る
考
え
は
な
い

か
？

【
答
】①「
産
業
ま
つ
り
」

は
過
去
５
年
で
年
間
約

２
万
人
、「
た
の
し
む

べ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
年
間
約
２
万
５
千
人

で
あ
る
。

②
低
気
温
で
あ
る
が
比

較
的
天
候
が
安
定
し
て

い
る
５
月
に
開
催
し
て

い
る
が
こ
れ
ま
で
幾
度

と
な
く
検
討
を
重
ね
て

き
た
が
他
の
行
事
の
日

程
調
査
を
行
い
変
更
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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六ヶ所村
（9）第 43 号

12 月定例会の会期中に開催された常任委員会の審議内容をお知らせいたします。

総務企画常任委員会
■「定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定」他２件の報告
について審議
　１２月１２日委員会を開催し、「定住自立圏の形
成に関する協定の一部を変更する協定」他２件に
ついて、説明を受け審議した。
①定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更す
る協定について
■上十三・十和田湖広域定住自立圏（H24.10.24 締
結）
⇒十和田市と三沢市が共同で中心市となり 10 市町
村で形成、中心市と近隣市町村が相互に役割分担
し協力することで「定住自立圏」を推進し地方圏
における定住の受け皿を形成する。
⇒変更点は政策分野中、福祉関係の認定審査会業
務に介護保険認定審査会等の共同連携を追加、交
流促進では、圏域内への移住促進や婚活活動等の

共同連携が追加された。
②家屋評価事務補助業務の進捗状況について
⇒村内全域における約 4,500 件の未調査家屋を調
査しており、今後３年を目処に終了する。

［委員意見］
◆建築確認申請等の村民が行うべき手続きは広報
等で解りやすく周知を図ること。
◆調査後の課税開始時期が異なれば税の公平性が
保たれないため調査は早期に終了すること。
③六ヶ所対空射撃場管理隊廠舎等の調査結果につ
いて　
⇒ 10 月 19 日に実施した廠舎施設および対空射撃
場の調査結果について確認。

委 員 会 レ ポ ー ト

　１２月１３日に委員会を開催し、健康課所管支
援事業について、説明を受け審議した。
○健康課所管支援事業について　
⇒申請により給付金等を直接受領できるものと給
付金等を間接的に受領できるものの２種類となっ
ており、がん検診助成事業ほか１２件となってい
る。
⇒継続して行われた支援事業は９件、今年度は新

規事業として禁煙外来治療助成事業や脳検診が加
わり、現時点でも多くの村民が助成を受けている。

［委員意見］
①委託医療機関で行われる健診は、村民の利便性
を考慮し、医療機関の変更などに柔軟な対応をす
べきである。
②留学など海外渡航時に義務付けられる予防接種
等にも幅広く助成できるよう要望する。

福祉教育常任委員会
■「健康課所管支援事業」の報告について審議

建築工事が進む（仮称）倉内地区コミュニティーセンター
［30年１月現在］

産業建設常任委員会
■「国道３３８号線及び県道泊・むつ横浜停車場線の道路整備に係る陳情
書」採択！他３件の報告について審議
　１２月１２日に委員会を開催し、付託となった

「国道 338 号線及び県道泊・むつ横浜停車場線の道
路整備に係る陳情書」と報告３件について、説明
を受け審議した。
①「国道 338 号線及び県道泊・むつ横浜停車場線
の道路整備に係る陳情書」について
⇒原子力災害および津波災害時の住民の安全確保
には、通年通行可能な避難経路の整備が重要であ
るため採択とした。
②水道料金の未収金について　
⇒収納率向上のため、納付相談等に応じて口座振

替やコンビニ収納など積極的に進める。
③建設課所管事業の進捗状況について
⇒特産品販売施設建設工事の進捗率は 12 月時点で
64.6％、（仮称）倉内地区コミュニティーセンター
建設工事の進捗率は同時点で 40.7％（29 年度分）
である。
④農林水産課所管事業の進捗状況について
⇒内子内農山村広場改修工事の進捗率は 12 月時点
で 100％、酪農振興センター６号牛舎建築工事の進
捗率は同時点で 80％である。※予定していた現場
視察は悪天候により延期

避難道路として早急な整備が求められる
「県道泊・むつ横浜停車場線」　　馬門橋付近
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議 案 審 議

村長が提出した議案等

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議決日

議案第98号 六ヶ所村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

12月14日

議案第99号 六ヶ所村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第100号
六ヶ所村特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

原案可決

議案第101号
六ヶ所村議会の議員報酬並びに費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例について

原案可決

議案第102号 六ヶ所村税条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第103号
六ヶ所村立認定こども園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例について

原案可決

議案第104号 工事請負変更契約の締結について　［老部川環境維持工事（１工区）］ 原案可決

議案第105号 定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定の締結について 原案可決

議案第106号 下北地域広域行政事務組合規定の変更について 原案可決

公の施設の指定管理者の指定について

議案番号 施　設　名　称 指　定　管　理　者 議決結果 議決日

議案第107号 六ヶ所村馬門川観光公園 山の会 原案可決

12月15日

議案第108号 熊野近隣公園 平沼町内会 原案可決

議案第109号

千歳平はるき小公園
千歳平ひがし児童公園
千歳平にし児童公園
千歳平小公園１号～４号

千歳平自治会 原案可決

議案第110号 尾駮レイクタウン北１号～３号公園 ㈲北東ビル管理 原案可決

議案第111号 六ヶ所村農山村広場 ㈲北東ビル管理 原案可決

議案第112号
六ヶ所村立総合体育館
大石総合運動公園

附田・鳥谷部・六ヶ所
施設管理運営共同体

原案可決

議案第113号
六ヶ所村立千歳平地区体育館
六ヶ所村立屋内グラウンド

千歳平自治会 原案可決

議案第114号 六ヶ所村立泊地区ふれあいセンター浴場 太平ビルサービス㈱　　　　 原案可決

議案第115号 鷹架野鳥の里森林公園 ㈱鳥谷部建設工業 原案可決

議案第116号 六ヶ所村立野鳥観察公園 社会福祉法人松緑福祉会 原案可決

議案第117号 六ヶ所村特産品販売施設（新指定）
一般社団法人
六ヶ所村観光協会

原案可決

議案第118号
六ヶ所村民図書館（新指定）
六ヶ所村立郷土館（新指定）

一般財団法人
六ヶ所村文化振興公社

原案可決

議案第119号 六ヶ所村ふれあい笹原館（新指定） 六原自治会 原案可決

議案第120号 六ヶ所村二又夢はぐ館（新指定）
特定非営利法人
六ヶ所村体育協会

原案可決

指定期間　平成30年4月1日から平成35年3月31日まで
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六ヶ所村
（11）第 43 号

～六ヶ所村議会議員全員協議会へ参考人招致

全 員 協 議 会

「日本原燃株式会社の再処理工場およびMOX燃料工場の
竣工時期の変更」について説明を求める。

　去る１月１０日（水）議会議員全員協議会を開催し、再処理工場及びＭＯＸ燃料工場のしゅん工時期
の延期について、日本原燃株式会社　工藤健二社長らを参考人として招集し説明を受けた。
　工藤社長からは、規制基準の対応に伴う安全審査の進捗、電力各社検討状況、再処理工場の安全性向
上に係る必要な設計および工事の工程等を検討し、確度が高い見通しが得られ総合的に判断した結果、
再処理工場は2021年度上期、ＭＯＸ燃料工場は2022年度上期にそれぞれ３年間延期するなど説明
があった。

主な一問一答

①しゅん工時期が３年伸びたが、その
間、国の原子力政策が変わり直接処分
にならないか ?
今後の地域振興は？
（回答）エネルギー基本計画に明記され、資源小
国の我が国の現状からサイクル政策は堅持される
ものと確信する。地域振興は追加安全対策工事や
施設の改造工事が増加するため、年間約 200 億
円の発注額の継続を見込み、雇用面は工事案件の
増加により約 6000 人から約 8000 人程度まで増
加する見込みである。

③工事案件の中に重大事故対処設備
（凝縮器）の設置とあるがどのような
ものか？
（回答）重大事故発生時、放射性物質を含んだ蒸
気を液体に戻し、内部に閉じ込め、外部放出を低
減するための設備であり、非常に大規模な工事を
必要とする。

④福島第一の事故等から平常時に放出
されるクリプトン等を除去できる工事
も３年間で実施すべきではないか？
（回答）技術的にすぐに導入する事は難しい。平
常時の放出量は非常に低いので、まずは重大事故
が起きた際の放出量を一般レベルに引き下げるた
め優先順位をつけ安全性向上に取り組んでいる。

②メンテナンス業務に先行投資してい
る企業にはどのように対応するのか？

（回答）村内企業で構成している事業組合と相談
し、メンテナンス業務を担う地元企業の育成を
行っている。わずかな実績ではあるが、2015 年
に１社、2016 年と 2017 年に３社で地元企業を
元請として直接発注しており引き続き実施してい
く。

⑤最長３年だが工期短縮もあり得るた
め、前倒しされる可能性もあると考え
てよいか？
（回答）可能性という意味では考えられるが、当
初の工事期間が余計になることも想定される。全
体として３年で完了したい。

⑦しゅん工延期に対し住民の不安解消
対策は考えているのか？
（回答）新規制基準の対応は、安心・安全を確か
なものにしていくためものでご理解をいただきた
い。
　現在、全戸訪問活動を実施しており、今後も様々
な手段を用いて説明の機会を設け、ご理解を求め
ていくよう努める。

⑥３年の延期には使用前検査、安全協
定も含むのか？主な工事の最長工期は
どの工事か ?
（回答）安全協定はしゅん工後である。３件の工
事は設工認、工事期間、使用前検査など同時に進
むため、複雑な工程を描いており最長はどの工事
であるとは単純に言えない。

議員全員協議会の様子
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平成30年第１回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）
日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 ２月２６日（月） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託

第２日目 ２月２７日（火） 休　　　　会

第３日目 ２月２８日（水） 休　　　　会 常任委員会※ 1

第４日目 ３月　１日（木） 休　　　　会

第５日目 ３月　２日（金） 休　　　　会 常任委員会・特別委員会※ 1

第６日目 ３月　３日（土） 休日休会

第７日目 ３月　４日（日） 休日休会

第８日目 ３月　５日（月） 休　　　　会

第９日目 ３月　６日（火） 休　　　　会

第 10 日目 ３月　７日（水） 本会議（午前 10 時） 一　般　質　問

第 11 日目 ３月　８日（木） 本会議（午前 10 時） 議　案　審　議

第 12 日目 ３月　９日（金） 本会議（午前 10 時） 議案審議・委員長報告・閉会
※ 1　各委員会の開催時間等は決まり次第、HPでお知らせします。　【議会の日程は変更されることがあります】

～議会活動の向上のために…議員研修会を開催～
　去る１２月１５日（金）全議員を対象とした議員研修会を開催しました。
　　●演　題「人口減少時代の青森県経済と地方議会の役割」
　　●講　師　一般財団法人青森地域社会研究所　常務理事　竹 内 紀 人 氏
　講師の竹内氏は、青森銀行総合企画部広報室長や青森県企画政策部「青森県地
域経済研究会」委員ほか多くの経歴を持ち、青森県を中心とする地域経済、地域
金融、人口減少問題等の分野で活躍し、機関誌「月刊れぢおん青森」で執筆活動
も行っております。
　講演に先だち橋本議長から「労働人口の減少は、産業の生産性を低迷させ、地
域経済の発展に多大な支障を招く事態にも繋がる。本村でも危機的な状況を回避
するため多くの施策が必要である」などとあいさつ。　
　講演では、地方創生のために六ヶ所村の資源が仕事をつくるのではなく、資源
を人が活用して仕事を創出していく事が自然で効果的であるなど、分かりやすく
説明がありました。

…
…
編
集
後
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…
…
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エレベーターで４階へ

受付があります

傍聴席入り口（エレベーター隣）議場では多くの議案が審議されます 傍聴席は 51席あります

議場までご案内いたします。
議場は「役場本庁舎４階」に
あります。

議会傍聴

傍聴してみませんか？

　議会の呼称は、「定例会」、「臨時
会」と称し、順次回数を数えます。
暦年（１月１日～１２月３１日）
を通年として、次の定例会は「平
成３０年第１回定例会」となり、
議案番号も１号から始まります。

～【議　会　メ　モ】～
12月定例会の傍聴人は47人でした。あなたも議会
の傍聴をしてみませんか？傍聴は村政を知る良い機会
です。
定例会は、3月、6月、9月、12月の年4回開催さ
れます。臨時会は必要に応じて開催されます。詳しく
は議会事務局 72 － 2111（内線 411 から 413）
へお尋ねください。


